
１．研究の背景と目的 
沖縄県石垣島は、日本列島の南西に連なる琉球列島の

最南端に位置する八重山諸島の主島である。本研究の対

象となる白保集落は石垣島の南東部、太平洋を望む海岸

沿いに位置している（図１）。

この島は、その全てが行政上石垣市に位置付けられて

おり、八重山の行政、経済の中心地である。その利便性

に加えて、美しい自然と温暖な気候、豊かな伝統文化が

県外からの移住者を惹きつけ、 年から 年に、

移住ブームが起こった注１）。一方で、自然地域での宅地開

発や市街地でのアパート建設の急増など景観や環境の破

壊、県外からの ターン者と在来住民との軋轢が問題視

されるようになった。こうした状況を危惧した市民の発

案で、 年 月には緊急、島の未来シンポジウムが開

催されている。その後移住ブームは沈静化したが、

年 月に新石垣空港が開港したことで、航空機の大型化

やＬＣＣの参入による航空運賃の低廉化が進み、 年

には年間 万人を突破する過去最高の観光入域客数を

記録するなど、観光ブームが訪れている注２）。観光化の

進展は、その担い手となる人材を必要とすることから今

後、県外 ターン者の増加が見込まれている。こうした

状況の中で、移住ブームの際に顕在化した住民間の軋轢

を回避し、移住者と在来住民の融和や石垣島の自然環境

や伝統文化に配慮した地域づくりが求められている。

図１ 石垣島及び白保集落の位置

これまで農村移住者の生活意識や地域活動などの研究

沖縄県石垣市白保集落における自然環境保全と地域づくりの仕組み

－地域住民の来歴に着目して－
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１）や、 島における移住者 入れの 状と 題に する

ー タ ２）などはあるが、 な はなく、在

来住民と移住者の の みは にはなっていない。

本研究では、沖縄県石垣市白保集落の住民の来 に

し、住民主 のサンゴ礁保全と な地域づくり

の と 題を らかにすることを とした。

には、 の諸 を らかにすることを て、

自然環境保全活動の地域づくりにとっての意 と、新

住民と在来住民の の方 について を行なう。

１）集落を り く 環境に た移住の

２）住 や地域 の からみた住民 性

）地域活動 の参加状況とその セ

本研究は、沖縄県における在来住民注 ）と新 住民の

を す新たな地域づくりと自然環境保全の

の を とし進める のである。

なお、 者は、白保集落に 年 月に し、

地域住民主 のサンゴ礁保全と な地域づくり

ジ ト注 ）を進める から白保集落の地域づくり

に っており、 での参 観 による研究

という性 を っている。

 
．研究の  
本研究は、沖縄県石垣市白保集落を対象として、

統 や文 、集落 の の の 集・ と地

域活動 の参 観 、住民 の き り を とに

、 を行った。

には、白保集落 住者の来 による は、

年に した ン としての住民アン ート

や での 、 年に した での き

り、その後の白保集落 住者 の き りを とに

を行なった。また、住 については、 年 月

から 月に ン ンの住宅地図を とに 図案を

し、それを って 地での を行ない、 の

や新 住宅については 住民 の き りを

とに を加え住 図を した。地域 の

については、白保 民 文化 の 過 での

や 後の 住者 の き りを とに来 との

性を した。また、地域活動 の参加状況につ

いては、 年 の のについては、白保住民 の

き り、白保村 らて く 進 や白保 く

海保全 による活動については、参加者 トなど

を とに 、 を行なった。 に、県外 ターン者

の地域活動 の参加 セ については、 年 の

地域活動 の参 観 により 、 を行なった。

 
．白保集落の

．１ 石垣市及び白保集落の

年の石垣市の人 の 移をみると、 人 は増加

で 移している。一方、白保集落の人 は、

人で 移していた のが、 年に に 、その後、

となっている（ １）注 ）。

石垣市人 ジ ン によると、石垣市の人 は、

年 人 ・自然増加数は にあり、 増 を

り している。 者の中で本 が石垣市にある の（石

垣市 者の ）は、 人 年 あり、最

い年 は、 と に である。

者の中で本 が石垣市 外の の（ ターン で石

垣に 入した の ）は、 年、 人 人で

移している。移住ブームの際の ターン 入は、

年 年の ー に 人 年 と されて

いることから、ブームによる移住者の中には しない

人 がいたと される注 ）。

石垣市

白保

 

図 石垣市 白保集落の の

一方、白保集落の 増 に する統 は されて

いないが、 年 月白保に新石垣空港が開港したこと

から、 ンタ ー や 、民 など観光客 け

の 地や、アパート建設が進 でいる注 ）。

． 白保の歴 と 住に る 区分

白保集落は、石垣市で最 い 地 を する農村

であり、農 としての や神 を数 く け い

でいる。また、その集落の東には、 最大 のア サ

ンゴ 集で られるサンゴ礁の海が がっている。

年に発 された白保地 の め てによる新石

し り

垣空港建設 に端を発する一連の空港問題では、サン

ゴ礁の が に られるようになる一方で、

、 対 で地域が対 し、 年から 年の間、

地域自 である 民 が している。 年には

白保地 の 域での空港建設について の地域

を に 意している注 ）。

白保の を り ってみると地域を り く大きな

環境の 化の中で住民の移り りに を えたと

えられる大きな つの に けることが 来る（ １）。
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及び り とに し

一 は、琉球 である。白保のある八重山地

方は、人 と れる重い がかけられ、白保集落の

住民の全てが農 に していた。 年の 和の大

により 人の人 が 人となったが、農 生 を

するために琉球 により、 り と れる

移住政 により村を している ）。 は、

年の琉球 により を った士 た の八重山 の入

である。この に、本 からの開 移民 見られてい

る ）。 は、 大 に日本 の 行

が白保に建設されたことによる日本 の進 である。し

かし、 とと にその と どが き上 ている注 ）。

は、 後に などから き てきた 間島

や 島 者の自 移民 ）、 が、新石垣空港建

設 の 対運動の中で白保のサンゴ礁が に注 さ

れた 。この は地域を する状況があり、移住は

と ど行な れなかった。そして、最後が ブ 経済

の 壊や の などを けた 住地 の 化を

けた 年 の移入である。それ れの に

て、移住者の来 なっている。

上記の な 景と 在の 住者の来 から白保住

民は、大きく つに 型することができる（ ２）。 白

保人（サブ ト ）：琉球 、 和の （

年） 後の 間島からの 、それ からの住民、

人： の 置県後の 士 の移入、 八

の人： に八 島から開 のために移住（た し、

数が ない）、 間人： 大 後の 間島

や 島からの自 移民、そして、 県外 ターン者：

年 から に増えた県外からの移住者である。

白保 住 の来歴に る分

分 住 地

白保 の の とし

島 て

の 白保の 自
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県 自然 の

として

し け に

集落 の り とに

これらの のう 、 については、 に、高

者は意識しているが、 い ではあまり意識されてい

ない。しかし、地域での 上の活動では、それらの来

による が に れている。白保集落にある つ

の （沖縄の の ）の ンジ （

集 ）は、主に、白保人により されている。

人は、琉球 の士 であったため教 があり、

で れ な文化を伝えた。その 地域自

の 者（ 民 長）に数 く されている。

後の 間島や 島から くの自 移民は、白保

人の の手伝いや、海人（ 者）として し、

その後、 地を し 住している。移住 は、 後

の生活の しい で あったことから白保人との
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垣空港建設 に端を発する一連の空港問題では、サン
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、 対 で地域が対 し、 年から 年の間、

地域自 である 民 が している。 年には

白保地 の 域での空港建設について の地域

を に 意している注 ）。

白保の を り ってみると地域を り く大きな

環境の 化の中で住民の移り りに を えたと

えられる大きな つの に けることが 来る（ １）。
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かし、 とと にその と どが き上 ている注 ）。

は、 後に などから き てきた 間島

や 島 者の自 移民 ）、 が、新石垣空港建

設 の 対運動の中で白保のサンゴ礁が に注 さ

れた 。この は地域を する状況があり、移住は
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あったが、その後、学 や地域活動の中での と融

和が進 でいる。 間島からの移住者は石垣島 の

の集落に 数 住しており、 間 を し、

自の の みを している。

ブ 経済の 壊した 年 から 市住民の

タ の 化や景気の低 、 の の

で、県外 ターン者が に増えている。 在、白保住

民の が県外からの ターン者となっている ）。

． 地域自 組 と の の仕組み

白保集落の地域自 活動は、白保 民 が中心となっ

て り行 れている。琉球 の沖縄には （間

、島 ）という間 りや村の を るための

が められていたが、 なム の自 統 が

に 性を 文 な を つ経過のなかか

ら村 が されてきた注 ）。 
白保 民 は、 には 教 を 進するために

されている。しかし、集落はい 一つの自 と

しての ・機 を 、それに必要な を自

に していることが らかである。 注 ）と れる

ように、地域 の を り、地域としての

意 を行う機 としての を している。

白保集落における最 の自 は、 年に さ

れた白保 である。その後、 年に白保 、

年に白保部落 となり、 年 月に琉球政 より

された 民 設置 について （中 教

）によって白保 民 となっている。 民 は、 民

に づき されており、 年に 地

として 人化されている注 ）。 
白保 民 の に る

開催月 公民館主催行事
月 定期総会
月 春の清掃検査／蚊駆除作業／母の日
月 オースクマ／シマフサラシ／父の日
月 豊年祭／盆踊り・イタシキバラ
月 アラミジニンゲ／敬老の日
月 十五夜のど自慢大会／秋の清掃検査

月 牛馬祈願祭

月 成人祝賀会／種子取祭

白保 民

白保 民 の
民

白保 の と の の と

白保 の 及び地位の 地域 の
の

白保 白保集落 の と地域 の

白保 保 における白保 の保
白保 保 における白保 の保

白保 組 白保 の
白保 て く 白保 て く に づく づくりの

白保 く 保全 集落の としての の保全と の
的に し 地域 の

の りに り

白保 民 の 年 を見ると、年間を

て 民 主催で の行 が り行 れている（

）。この に 民 の として、 を け

活動をしている地域 （ ）が、それ れに年間

に沿って活発に活動している。

白保 民 の運 は、白保 民 長を 者とし、

つの部からなる 民 行部、集落 の を担 する

の により担 れている（図 ）。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白保 民 り

図 白保 民 の組

民 長、 民 長や 行部の 、年間活動 、

、 などは、最高意 機 である白保 民

で され、 される。 民 の 行部は、

年より数え年 の生まれ年の白保 者が担うこと

とされており、 民 長は、 行部が集落の年配者の中

から 者を する となっている。これは空港

問題の最中に と 対で 民 が したことを教

として、政 な に ら 平に運 ができるよ

うに配慮したためで、白保集落 自の みである。

年 は、県外 ターン者が 行部として されるこ

とはなかったが、生まれ年で運 するようになり、県外

ターン者が 行部として、 民 運 に するよう

になった。

また、 機 として白保 民 運

が されている。 民 に があり、

白保 の市 や行政 （農 、

など）、集落 の の長、 の 識者などが

されることとなっている。 には、 年

は、県外 ターン者が することはなかったが、

年 には、 連 の 者として県外 ターン者が

白保 民

白保 民
民
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集
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組
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に するようになっている注 ）。

集落は つの に かれており、それ れに が

され、 の 民 からの 担 の 、豊年 の

行列の りまとめ、 行部 の を行うこととな

っている。 は、 に 住する在来住民の 者から

されることが いが、 、 の 者が 学や

で島外に て数が なく り手が なくなっている。

こうした状況から 年 、 年必 一 は、県外

ターン者やその から が されるようになって

いる。 された ターン者は、 活動やその の

地域活動（ 上大 、 りなど） の な参加・

の が され されている。

白保 民 運 によると、 本 は白保に 住す

る のを って し、部落 を つに し、 民

活動の活性化を図る とされ、白保集落の住民のす て

が する のとされている ）。しかし、 際には、

民 からの な ターン者に対する入 の や

担 の は行なっておら 、白保に住みながら

民 活動に参加していない人 在する。

年、高 化により 入が していることから、

諸行 の運 が になってきており、 担年 の き

上 （ 在の を、 に き上 る）や、移住者

の きかけの必要性が されている。

．自然環境保 づくりの り組み

．１ 白保 て く の と づくり

年、白保集落の地域 の一つとして、石垣市

により 島・過 るさとづくり が 入さ

れた。 は らて く白保村 と 付け

られ、 地域の 、文化、自然、 らし、 など白保

集落の豊かな の地域 を に 識し、

に活 することで、むら と の参 による連

と を し、地域活性化を 進すること を

としている。 ） は、 で運 され、 行

長は石垣市長、 は石垣市 が担っ

た のの、 行 長は、白保 民 長が め、 行

運 と に、白保 民 長 行部、 民

の 者や農 者、 者などから され、

白保 学 、白保中学 の教 を き、白保集落 住者

により されている。

県外 ターン者は、 行 は２ （ ）、 １

が 年に移住し 民 行部、 は 月

の集落 のＷＷＦジ パン （ 者）であった（ ）。

また、運 （ ）は、 行 の２ に加

え、中学 教 １ 、ＷＷＦジ パン １ 、 年

に移住した 性１ となっている。 性は で移住

し、 年 の白保 人 の を め、 人の主 大

に白保 人 として参加するなど地域活動に

に参加していた。

の県 の

来住民

県

島 る とづくり 報告 り

ン では、白保集落のむらづくりの

づくりを行なった注 ）。ま 、地域の 状を し、

題を し、白保集落 住者の村づくりに対する ー

を し、望ましい 来 についての 意 を図る

ことを りまとめることが であった。 、 学

、中学 の ど た の 文や図 の を し

ど の から見た白保の の を行ない、地域の

学生や とと に集落 を き、地域 を り起こ

し地図にまとめている。 ン では、中学生

上の全住民を対象にアン ート している。

これらの から、新石垣空港の建設・開港による集

落 の に対する や、石垣市の急 な 化、

者の タ の 化や 県からの移住者の増加か

ら、 による村の や伝統文化の が となっ

ていることが らかにされている。

ン では、村づくりの 本方 を りまと

め、 年 月 らて く （ の ・

ム が ・開催した ）で している。

白保 民 は、 年 に に けた

を けることを ン に付 した。高 者、県

外 ターン者、 など 性の なる住民を集めた

を開催し、 の について し、 案を

した。そして、 年の 年 月の での

を経て、 白保村 らて く が白保 民 により

された（図 ）。

白保 民 では、 に づく村づくりを 進さ

るために、 年 月 白保村 らて く 進

を した。 来、 では、 に づく

な村づくり活動を展開している（ ）。 は、

ン を に、 （ 県外 ターン者２

）が白保 民 長から されている。 進 の

長は県外 ターン者（ 者）が担っている。
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あったが、その後、学 や地域活動の中での と融

和が進 でいる。 間島からの移住者は石垣島 の

の集落に 数 住しており、 間 を し、

自の の みを している。

ブ 経済の 壊した 年 から 市住民の

タ の 化や景気の低 、 の の

で、県外 ターン者が に増えている。 在、白保住

民の が県外からの ターン者となっている ）。

． 地域自 組 と の の仕組み

白保集落の地域自 活動は、白保 民 が中心となっ

て り行 れている。琉球 の沖縄には （間

、島 ）という間 りや村の を るための

が められていたが、 なム の自 統 が

に 性を 文 な を つ経過のなかか

ら村 が されてきた注 ）。 
白保 民 は、 には 教 を 進するために

されている。しかし、集落はい 一つの自 と

しての ・機 を 、それに必要な を自

に していることが らかである。 注 ）と れる

ように、地域 の を り、地域としての

意 を行う機 としての を している。

白保集落における最 の自 は、 年に さ

れた白保 である。その後、 年に白保 、

年に白保部落 となり、 年 月に琉球政 より

された 民 設置 について （中 教

）によって白保 民 となっている。 民 は、 民

に づき されており、 年に 地

として 人化されている注 ）。 
白保 民 の に る

開催月 公民館主催行事
月 定期総会
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白保 民
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民
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の
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て 民 主催で の行 が り行 れている（

）。この に 民 の として、 を け

活動をしている地域 （ ）が、それ れに年間

に沿って活発に活動している。

白保 民 の運 は、白保 民 長を 者とし、

つの部からなる 民 行部、集落 の を担 する

の により担 れている（図 ）。
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とされており、 民 長は、 行部が集落の年配者の中

から 者を する となっている。これは空港

問題の最中に と 対で 民 が したことを教

として、政 な に ら 平に運 ができるよ

うに配慮したためで、白保集落 自の みである。

年 は、県外 ターン者が 行部として されるこ

とはなかったが、生まれ年で運 するようになり、県外
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になった。
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が されている。 民 に があり、

白保 の市 や行政 （農 、
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集落は つの に かれており、それ れに が

され、 の 民 からの 担 の 、豊年 の

行列の りまとめ、 行部 の を行うこととな

っている。 は、 に 住する在来住民の 者から

されることが いが、 、 の 者が 学や

で島外に て数が なく り手が なくなっている。

こうした状況から 年 、 年必 一 は、県外

ターン者やその から が されるようになって

いる。 された ターン者は、 活動やその の

地域活動（ 上大 、 りなど） の な参加・

の が され されている。

白保 民 運 によると、 本 は白保に 住す

る のを って し、部落 を つに し、 民

活動の活性化を図る とされ、白保集落の住民のす て

が する のとされている ）。しかし、 際には、

民 からの な ターン者に対する入 の や

担 の は行なっておら 、白保に住みながら

民 活動に参加していない人 在する。

年、高 化により 入が していることから、

諸行 の運 が になってきており、 担年 の き

上 （ 在の を、 に き上 る）や、移住者

の きかけの必要性が されている。

．自然環境保 づくりの り組み

．１ 白保 て く の と づくり

年、白保集落の地域 の一つとして、石垣市

により 島・過 るさとづくり が 入さ

れた。 は らて く白保村 と 付け

られ、 地域の 、文化、自然、 らし、 など白保

集落の豊かな の地域 を に 識し、

に活 することで、むら と の参 による連

と を し、地域活性化を 進すること を

としている。 ） は、 で運 され、 行

長は石垣市長、 は石垣市 が担っ

た のの、 行 長は、白保 民 長が め、 行

運 と に、白保 民 長 行部、 民

の 者や農 者、 者などから され、

白保 学 、白保中学 の教 を き、白保集落 住者

により されている。

県外 ターン者は、 行 は２ （ ）、 １

が 年に移住し 民 行部、 は 月

の集落 のＷＷＦジ パン （ 者）であった（ ）。

また、運 （ ）は、 行 の２ に加

え、中学 教 １ 、ＷＷＦジ パン １ 、 年

に移住した 性１ となっている。 性は で移住

し、 年 の白保 人 の を め、 人の主 大

に白保 人 として参加するなど地域活動に

に参加していた。

の県 の

来住民

県

島 る とづくり 報告 り

ン では、白保集落のむらづくりの

づくりを行なった注 ）。ま 、地域の 状を し、

題を し、白保集落 住者の村づくりに対する ー

を し、望ましい 来 についての 意 を図る

ことを りまとめることが であった。 、 学

、中学 の ど た の 文や図 の を し

ど の から見た白保の の を行ない、地域の

学生や とと に集落 を き、地域 を り起こ

し地図にまとめている。 ン では、中学生

上の全住民を対象にアン ート している。

これらの から、新石垣空港の建設・開港による集

落 の に対する や、石垣市の急 な 化、

者の タ の 化や 県からの移住者の増加か

ら、 による村の や伝統文化の が となっ

ていることが らかにされている。

ン では、村づくりの 本方 を りまと

め、 年 月 らて く （ の ・

ム が ・開催した ）で している。

白保 民 は、 年 に に けた

を けることを ン に付 した。高 者、県

外 ターン者、 など 性の なる住民を集めた

を開催し、 の について し、 案を

した。そして、 年の 年 月の での

を経て、 白保村 らて く が白保 民 により

された（図 ）。

白保 民 では、 に づく村づくりを 進さ

るために、 年 月 白保村 らて く 進

を した。 来、 では、 に づく

な村づくり活動を展開している（ ）。 は、

ン を に、 （ 県外 ターン者２

）が白保 民 長から されている。 進 の

長は県外 ターン者（ 者）が担っている。
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． 地域住民に る自然環境保全 の り組み

年 化するサンゴ礁環境の 状を白保集落 住

者と するためにＷＷＦジ パンが開催した

をきっかけとして、白保集落 住者からなるサンゴ礁

保全のための 白保 く海保全 （ 、

） が設 された。

は、白保サンゴ礁を白保集落の の とし

て位置づけ、その保全と な利 による地域の活性

化を地域住民の手で することを としている。

は、設 後ＷＷＦジ パンと連 しながら観光利

の ー の や海との りの 生など な り

みを進めている（ ）。

は、 は、白保集落 住者の による活動

であったが、 に位置付けられたことで、 年より

な白保 民 の となっている。また、 つ

の から 民 運 が されている。

の は、 民 長を む の長、 者、農

、 農 、観光 者など な 性の白保集落

住者で されており、設 から 年まで

長を県外 ターン者（ 者）が めていた。

．来歴に る自然 に る の

．１ 白保集落住民の来歴 住 分

集落 の移住は、住宅地が 宅地の外 部に

がること、 年の人 では、 住宅地 に

地が れ、県外 ターン者（地域文化に がある）が

移り住 でいること、海 の県外 ターン者の移住

が い、 つの を み ることが 来た（ ）。

住 の

分 住 の 住 の

集落の の集住 の て

りに集住

県

１

集落 の に 白保との り

る 住

県 の の

に

の自然 て

住 住 て地

域との り る

り及び住 分 図 り

かくみると、一つは、 間人（ 後の自 移民に

より した 間島や 島からの移住者）の住宅の

である。白保集落の中心は、 ーセと れる

である（図 ）。 ーセは白保集落の と の境に位

置している。 は、 数 後と 在より

なく、 ーセを中心に 在より ンパ トに住宅

が配置されていた。また、八重山は地上 なく、

した状 であったことから、 間人の住宅は、一

にある１ や南 の の外 部に く集まっている。

つ は、 年の県外からの ターン者の住宅 で、

海岸沿いの海 の 望の い の 住である。これ

は、 豊かな自然に まれた ったりした生活 注 ）とい

う移住動機の と える。しかし、これら海沿いには、

かつて在来住民の住宅があったが、 の の高

で が されたことから、 より高 （西 ） 移

したために空き となっていたのである。海 の

望を重視し、 の の えを 視することは

上の 題を している。

つ 、県外 ターン者の である。 間人の

住宅が外 部にあるのに して、 の住宅地の中に

して 住している である。このことからは、 後の

間人の移住 に て、在来住民の 住の 性が

低 していることが えられる。これは在来住民の く

が進学や を機に、島外 し、その後、白保に

らない ー が増えていること、移住ブームにより 地

が上 しており、経済 に豊かな県外 ターン者が

しやすい状況が生まれているためである。

また、 動 者の増加、 ンター トを

した の発 など、 動 を り く環境の

化 それを後 ししている。

年の白保の宅地の は、万 であった

が、 在は、 の 万 となっており（集落 での

より）、在来住民の 地 が しくなっている。

． に る

白保 民 では、長い の中で地域が け いでき

た 、文化や 、自然景観を白保 民 文化

として し、その保全、活 に り でいる。

された文化 を見ると、在来住民に加えて、県外 ター

ン者の視 が加 ることで な が しているこ

とが かる。

進 は、 の と村づくりを担う人材

を するために、 年 白保学 （石垣市教

年学 ）を開 し、白保の や文化 、 文

に見る白保の 、自然環境や地域 の活 について

学 を行なった。これらの を て、地域での文化

の保全 の機運が高まった。

そこで、 進 では、 民 による文化 の

文に けて、文化 トを した。 トは、

ン の行なった在来住民 の き りを ー

とし、県外 ターン者である 進 ２ の か

ら見て な を付加し、 、 民 運

での を て り込みを行なっている。その

、 の文化 が されている

（ ）。

在来住民は、神 や などの に

る の、 戸や 、 などの白

保の との りの い文化 の重要

性を している。これらは い 識が

求められる と える。

一方、県外 ターン者は、サンゴ礁な

どの自然環境や や街 みなど景観

、 、神 で 一 に かりやす

い のを していると える。

． み景 に る の

白保村 らて く の村づくり

の一つに街 みの保全が位置付けら

れおり、この が り込まれる過 で

県外 ターン者や地域の た の視

が している。また、県外 ターン者

には 視化しやすい伝統文化（景観）

の が えた。

伝統 な街 みや な街 みに対

する え方が年 や来 によって大きな

いが見られる 。

このため村づくり に、 石垣、住 地図 り とに
図 来歴 住 分
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白保集落 の

に と して る の として
と て る の にお

ける 白保 民 の
の の り し

、 を し、きれいな街 みをつくります を

り込む きかどうか、 が かれた。石垣をブ

に えることや、落 や落 の づけが な を

することは、 の れの中で 方の いことであ

り 人の に しす きではないという意見が さ

れたから 。しかし、最 には、 な 、

観の人 の いを 重するために、 ど た や県外

ターン者の意見により、 の一つとなった。

．住民分 の地域 の

．１ 的 地域 の

民 活動においては、地域 の な参加を行な

っている県外 ターン者の が進む一方で、神 や

の では、白保人のみが るなど地域活動の

に て参加の が なり、参加が されている。

み景 に る

石垣に る に る に る

来住民 お の る

に

の

り

る

の に て

落

来住民

民

白保 し み

の石垣の る景

しく る

の

と く

とお る

集落 に く

る

に の

来住民

白保

自分 の

てけ し
－ －

来住民

り

白保 し と 白保 し と の ると

に の し

くて

県 沖縄 し 集落の景

り して し

の 白保 しく

て と

くの お る

く るの

白保の

み

るの して し

県 に て
の の

の集落 り の の
民 の の石 みに る

の の り と

民 行 については、白保 住者であれ 、来 に

ら 参加が められている。しかし、自 の

である 民 長は、これまで県外 ターン者から

されたことはない。また、 で行な れる神 につい

て 、 などによる 外はあるが、 本 には白保人

の で されている。

住民分 地域 の

的地域 の

分

民
民 民

保
白保
く

保全

白保
て く

白保

の －

の － － －

－

県 － － －

の に て 分 に る
り及び とに

に行な れる や に される な

どの伝統 に する活動は、 年 までは 間島

や 島 者の参加は見られなかった。しかし、白保

での 住 が長くなるに い、 や学 生活 を

て白保人との が まることで、 化が進 でいる。

在は、伝統 など の 間島、 島 者の参加

は に見られるようになっている（ ）注 ）。

． 保全 の

白保集落では、白保 住者とＷＷＦジ パンの連 に

より、 なサンゴ礁保全に する り みが行 れて

いる注 ）。白保 く海保全 の 、 を来

に すると、その 数が白保人からなっている。

いで、県外 ターン者が 、 間人が の

になっている。白保集落 住者の中で、 で に

る人は、 （八重山 の ）、シ ー

海の観光 者が であることを えると、海と

のない の人 が 数サンゴ礁保全活動に

し、参加している状況が かる。中で 、県外 ターン

者は、人 から見て サンゴ礁保全活動 の参加

が高い 性であると える（ ）。

白保 住 の来歴 の

分
白保

の
の

県

の

の 来の の り
とに として
として集 し の 白保

の と の
白保 く 保全 り

． み 景 の

進 では、街 み景観保全のために、 い

まーる による 景 を した注 ）。

集落の中で、神 などの際に利 される ン （神

の ）とン （ が ）沿いの住宅のブ

を 去し、石垣を むことで、石垣、 の伝統 な街

みを 生する活動である。 のブ の 去は、

主が行い、石 み は、集落 ン アが参加

して した。

年 は 人 上が参加し、 の （白保

人 、その １）で石 み（ がブ を 去）

を行なっている。 年 人 上が参加し、

の （白保人２、 の人１、 民 １）で石 み

を行なった（ ）。

み 景 の

区分

民

来住民

県

住

住 県 の
県 に る 住 の の

白保 て く り り

在来住民の参加者は、 進 外は、石 みを

行う 主との 者の参加であった。参加 としては、

かつての いまーる のお し、 生、 の

からといったことが であった注 ）。

一方、県外 ターン者は、移住 が い参加者（ 年

未 ）が高い を めている（ ）。県外 ターン

者の参加動機は、 地域活動 の参加の機 がなくて、よ

い機 なので参加した。 白保の人た と一 に が

できるので などの が られており、これらの参加

型の地域活動の かけが、地域 者との として

えられていることが かる。

や の活動では、 に（地域の めた）

県外 ターン者の が行な れている。また、県外

ターン者 で 地域との融和が 題であり、在来住民と

の を求めており、自然環境保全などの開かれた活動

に参加している。こうしたことから な参加機 を

することが 住の 進 の 化に

すると える。

 
１ 景 の住

景 の み

．

本研究では、石垣市白保集落 住者をその来 により

の つに し、住 や白保 民 文化

過 での地域 の 性などから住民

（在来住民と ）と 県外 ターン者との間の自

然環境や文化についての の を らかにした。こ

れらは移住経 や移住後の経過年数の いから れる

ので、地域 との融和の 、 の自然
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の 経 の いなどによると えられる。

また、伝統 な地域活動 の参加機 は、地域との融

和が まる中で 大する。しかし、 間人の では

、 の 住 が必要であった。一方、 年

のサンゴ礁保全や による村づくり活動は、県外

ターン者の参加や活 の機 となるなど、地域づくりの

活性化に している。

さらに、空港問題で地域を した教 から、サンゴ

礁保全などの 題の について 地域づくりの中

に位置付け、地域 の である 民 活動と

りを ながら、在来住民の意 や 観が さ

れる となるように進めている。

沖縄県の 島地域の くでは、 民 を中心に地域自

が行な れている。自然環境保護を進める上で これ

ら 民 での地域づくり活動に位置付けて進めることが

意 や 者の を す上で であると え

る。また、 ターン者などの新 住民が参加しやすい、

開かれた活動を することは、新 住民と 住民の

の機 により 者の 観の を行なう機 、

地域の から見ると、地域活動の担い手に しい人材

を見 める機 となると える。

石垣市白保集落での住 や文化 に見るよう

に自然環境の豊かな地域では、移住者の くが豊かな自

然と美しい景観に を て移り住む が見られる。

このことから、自然環境保護活動が地域との 性を

する機 として機 することが らかとなった。

要 すると、在来住民と新 住民の を す、自然

環境保護と地域づくりの みとして、 地域

が、 な来 の人 の意 をうまく

り込み、地域との や融和を図ることが移住者との

を するために であること、 地域活動の

な において、自然環境保護などの新たな

題 対 するためには、 の意

シ ムに り、 、 行していくことが な

につながること、が らかとなった。

本研究は、沖縄県における在来住民と新 住民の

を す新たな地域づくりと自然環境保全の

の を とした一連の研究の全 を するため

の な位置づけの のである。今後、白保村 らて

く の中で した地域 などを と

に、来 による生活空間の の いや、住民の来

による意識の いに配慮し、 者の連 を 進するため

に必要な や のあり方を らかにすることとして

いる。

注１）石垣市、石垣市人 ジ ン 人 の 状 （ 要） 、 、
年 月

注２）石垣市、 年の石垣市入域観光客数によると、 年
増の 万 人で過去最高を 新している。琉球新 、
年 月 日。

注 ）本 は、県外 ターン者とそれ の 住者との についての
を行うために、県外 ターン者 外の 住者を在来住民と

記する。県外 ターン者 外の移住者は、沖縄諸島からの移住で
あり、移住後、 年 上が過 、 に り白保に 住してい
るという 性を つ。

注 ） 人 自然保護 ジ パン（ＷＷＦジ パン）が白
保集落に 年 月に開設したＷＷＦサンゴ礁保護研究センタ
ーで 年より しているサンゴ礁保全のための ジ
ト。サンゴの保護を進めるためには な地域の が重要
であるとの え方から白保地域 による な地
域づくり活動を している。

注 ）石垣市市民 、統 いしがき、平 年 年
注 ）石垣市、石垣市人 ジ ン 人 の 状 （ 要）、
注 ）新石垣空港 開 後 年間 年 年で、白保集落

に新 に建設されたアパート 、 ンタ ー 、民 、
、 ン シ １ などが している。

注 ）白保 民 が新石垣空港建設地について白保集落 の 上
案で 意する として、沖縄県、石垣市と を した

の地域 。
注 ） 中白保には、 行 があり、その建設 のために、

設 工 （ あまり が されている。また、
行 は 地として され、白保集落 に日本 が

していた。
注 ） 文人、沖縄の集落自 と 民 に する研究 ・地域

を手がかりに

注 ）注 ）に
注 ）文 ） 。
注 ） 年に白保 ー ー 長と白保 人 長が 一人 となっ

たために、白保 ー ー の 記・ を める ターン者が
となった。 年 は、白保村 らて く 進

の を める ターン者が に している。
注 ）白保村 らて く では、白保集落の地域活性化のため

の ト として、運 を 動・ ム ：
中学生 の自然・文化 の 、 ・ ム ：
地域の 文化 、 らて く の開催 、 地 ・地
ム ：地域 の の 、 ン ：村づくりの
ジ ン の つの に けて が進められた。

注 ）西村 、 沖縄移住ブーム の り と 状 石垣島を と
して、大 市 大学 文、 、 年

注 ）琉球大学 人 学研究 、 白保村落 、 年に
は、 間島から白保 移住してきた人 は、今では白保の
を利 して、白保の生活にとけ込 でいるが、それで は め

のこ は一部からは、よそ者として れたと う。それが さ
な た の間で れて、タ ト （ 間の人）としてい
められること あった。今では として部落 の 担 を
い、 担をなし、部落行 に 参加している。意識の で

は、部落外ではサブ ト （白保の人）、部落 ではタ ト
とされるが、 い では学 生活の中でその意識 められ

ている。 と の移住者の状況が記録されている。
注 ）ＷＷＦジ パンでは、 年 月のＷＷＦサンゴ礁保護研究セ

ンター開設 、白保サンゴ礁保全のために、海域での環境
タ ン 、 発活動、 域からの環境 の 、
海域利 の ー り、 増 など なサンゴ礁保全活動を
白保地域住民と連 して展開している。

注 ） いまーる とは伝統 な の みで、 によ
る を す。この 景 では、 ン ア参加での

を行なうことから いまーる という を っている。
注 ） 者は、全ての石 み活動に参加している。その の参

加の中で、参加者と 主の などについての き りを行なっ
た。

１） 、山崎寿一、山 文、見山 の村おこしにおける
・タ センの たす の 、日本建 学 学 集

（東海）、 年 月
２） 村 一、西村 、 戸 海の 島における移住者 入れの 状

と 題、日本建 学 大 学 集（東 ）、 年 月
）白保村 集 白保村 、 、 年 月
） 、新八重山 、 、 年
）石垣市、石垣市 民 上、 、 年
） 本あおい、村落（シ ）の と外をつな サ

沖縄県石垣島白保集落の 活動およ 配に して
、東 大学大学院農学生 科学研究科 士 文、 年

）白保 民 、平 年 要 、 年
）石垣市、 島・過 るさとづくり 、 年
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